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経営実績の推移Ⅰ
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1 連 結 売 上 高
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前年同期比
4.4％の減収

第11次中期経営計画

（単位：百万円）

第12次中期経営計画

※換算レート ・14年度 １中国元＝17円、１ＵＳドル＝107円
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2 セグメント情報（連結売上高）
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製品事業部関連

ＩＨ事業部関連

そ の 他



3 業 界 別 売 上 高
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4 業界別売上高比率

２０１４年度予想２０１３年度実績
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5 営業利益・営業利益率
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前年同期比
29.0％の減益
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セグメント情報（営業利益・営業利益率）6

（単位：百万円） （単位：％）
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ＲＯＡ・ＲＯＥ7

（単位：％）
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設備投資・研究開発投資8
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（単位：億円）

含む、
茨城工場 ： 15億円
ネツレン・チェコ ： 10億円
塩城高周波熱煉 ： 3億円
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含む、
刈谷工場 ： 6億円
茨城工場 ： 3億円
ネツレン・チェコ ： 3億円
ネツレン・インドネシア ： 3億円



配 当 政 策9
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年間配当
期末配当

中間配当

基本的には、安定した配当を継続していくという方針に加え、業績に応じた利益配分
を行うこととし、当社グループを取り巻く経営環境および財務の状況等を勘案のうえ、
決定していくことを基本方針としています。
なお、原則として、「安定した配当」については、当面、年10円を下限とし、また、
「業績に応じた利益配分」については、連結配当性向25％以上を目処としています。

（2011年10月13日公表）

基本
方針
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第１２次中期経営計画の進捗状況Ⅱ
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第１２次中期経営計画 ｢Global Challenge 30 ｣の進捗

［連結目標］

10

2015年3月期 計画

売 上 高 ５４０億円以上

う ち 、 海 外 売 上 高 比 率 ２６％以上

営 業 利 益 ５０億円以上

営 業 利 益 率 ９．５％以上

ＲＯＡ（総資産経常利益率） ７．５％以上

ＲＯＥ（株主資本純利益率） ６．５％以上

［中期経営方針］

１．成長戦略の遂行と基盤づくり
２．グローバル事業の展開
３．人財の確保と育成

［主旨］

成長戦略を遂行するため積極的に海外
事業展開をし、海外売上高比率倍増
(３０％)に向け、果敢に挑戦する。

スローガン ｢Global Challenge 30 ｣

※2013年5月に見直し後の計画値による。
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第１２次中期経営計画の実績と計画（連結売上高・連結営業利益）11
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新商品・新技術の開発、新規事業の推進Ⅲ
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新技術の開発（1）12

“二重高周波焼入れ ＷＩＱ による高強度・高精度化技術を開発”

高周波熱処理は前組織の影響を受けやすいがＷＩＱプロセス内で調整し、
ＳＲＩＱ（超急速短時間加熱焼入れ）により高強度とＷ－テイ変形を両立

１．特長
①「高い曲げ疲労強度」 ＳＲＩＱによる高圧縮残留応力、高素地硬さ、微細結晶粒の効果

②「Ｗーテイ（定・低）変形」 １個流しで熱処理条件が安定な高周波焼入れ ＋ ＳＲＩＱの効果

③「均一微細な焼入組織」 自己調質による前組織改善 ＋ ＳＲＩＱの効果

２．手法 ３．期待効果

Copyright Ⓒ NETUREN Co., Ltd. All Right Reserved

（ ＳＲＩＱ ： Super Rapid Induction heating and Quenching ）

【ＷＩＱ熱処理プロセス】

１回目（通常焼入れ） ２回目（ＳＲＩＱ）
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試験機最大荷重で
破断せず！80%向上

15%以上向上

【歯元曲げ疲労強度】 【歯元静曲げ強度】

80％向上

15％以上向上

試験機
最大荷重で破断せず！

浸炭焼入れ ＷＩＱ 浸炭焼入れ ＷＩＱ



新技術の開発（2）13

“薄鋼板用の２周波スポット溶接工法を開発”

スポット溶接後の高周波焼戻しにより中・高炭素鋼薄鋼板を溶接可能に！

Copyright Ⓒ NETUREN Co., Ltd. All Right Reserved

１．課題

２．開発技術

自動車の強い軽量化ニーズにより、超々高張力（超々ハイテン）薄鋼板の開発が急速
に進んでいるが、スポット溶接による接合強度の低下が課題

スポット溶接機に高周波電源を組み合わせ、溶接部周辺を後熱高周波加熱焼戻しする
ことにより、溶接部の強度靭性バランスを改善し接合強度の向上が可能 ※

３．期待効果 ○ 一般的に溶接に不向きとされる中・高炭素鋼のスポット溶接が可能

○ ホットプレス、冷間プレスともに超（々）高張力薄鋼板の溶接が容易化

通常溶接
のまま

後熱
高周波
加熱後

マルテンサイト

焼戻マルテンサイト

良い破断形態

悪い破断形態

後熱高周波加熱後

通常溶接のまま

炭素量または鋼板強度

溶
接

継
手

強
度

※ 2014年9月に日本、10月に米国の溶接学会で発表



新規事業の推進14
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ＥＰＳ中空ラックバー

ＨＰＳ中空ラックバー

（単位：百万円）

※ ＥＰＳ ： 電動パワーステアリング
ＨＰＳ ： 油圧パワーステアリング

中空ラックバー

ステアリングギアＢＯＸ

フロントフォークインナーチューブ

１．フロントフォークインナーチューブの
加工・熱処理一貫加工の事業化の推進

２．電動パワーステアリング用
中空ラックバーの事業化の推進

Copyright Ⓒ NETUREN Co., Ltd. All Right Reserved

３．太陽電池用
インターコネクタの事業化の推進

18
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グローバル事業の展開（1）15

“ネツレンの固有技術を生かし北米市場へ積極参入”

熱処理受託加工およびＩＨ（誘導加熱）設備販売・サービス強化を推進する
ため、成長著しいメキシコに新会社を設立（２０１５年１月予定）

Copyright Ⓒ NETUREN Co., Ltd. All Right Reserved

高周波熱処理
メキシコ・シティ

アグアスカリエンテス

メキシコ ホンジュラスグアテマラ

ベリーズ

エルサルバドル

アメリカ合衆国

NETUREN MEXICO, S.A. de C.V.

アグアスカリエンテス

メキシコ・シティ

サン・ルイス・ポトシ

レオン

ＮＥＴＵＲＥＮ ＭＥＸＩＣＯ， Ｓ．Ａ．ｄｅ Ｃ．Ｖ．（ネツレン・メキシコ可変資本株式会社）・仮称

○所在地 メキシコ合衆国 アグアスカリエンテス州 ＰＩＬＡ工業団地内

○事業内容 熱処理受託加工およびＩＨ（誘導加熱）装置等の販売・サービス

○資本金 ４百万米ドル（約４億円）

○事業形態 合弁（ネツレン：９５％、Ｎｅｔｕｒｅｎ ＵＳＡ, ＩＮＣ. (当社100％出資子会社)：５％）

○操業開始 ２０１６年２月予定

新 会 社 の 概 要



グローバル事業の展開（2）16
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“Ｎｅｔｕｒｅｎ Ｃｚｅｃｈ の早期生産体制の確立” （２０１４年４月操業開始）

欧州および日系自動車部品メーカーからの高品質・高強度ばね鋼線（ＩＴＷ）

のニーズに応え生産体制を確立し、市場の拡大をはかる
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Ｎｅｔｕｒｅｎ Ｃｚｅｃｈ ｓ．ｒ．ｏ． （ネツレン・チェコ有限会社）

○所在地 チェコ共和国 Ｕｓｔｉ州 Ｚａｔｅｃ工業団地

○事業内容 自動車向け冷間成形用高強度ばね鋼線（ＩＴＷ）の製造・販売

○資本金 ４億チェココルナ（約１６億円）

○事業形態 合弁（ネツレン：９０％、㈱メタルワン：１０％）

新 事 業 の 概 要

チェコ

●プラハ

Neturen Czech s.r.o.



グローバル事業の展開（3）

“中国における熱処理受託加工総合メーカーとして更なる
事業拡大を目指す”

17
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ネツレン・中国
熱処理受託加工ネットワーク

広州豊東熱煉有限公司

天津豊東熱処理有限公司

中国

塩城⾼周波熱煉有限公司

最新鋭の高周波連続焼入機および浸炭連続熱処理炉の導入により

更なる生産能力の向上、品質向上を実現
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売上高（単位：百万円）

広州豊東熱煉有限公司の例



新商品・新規事業売上高18

（単位：億円） （単位：％）
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※新商品・新規事業売上高は、ネツレン新商品・新規事業売上基準による。
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2015年(平成27年)3月期第２四半期 連結決算の概要Ⅳ
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１．全般

主として建設業界および建設機械業界からの受注が本格的な回復に至ってい
ないことが、当社グループの業績に影響を与え、売上高は、２２，５３０百万円と
前年同期比４．４％減収となりました。
営業利益は、１，５０７百万円と前年同期比２９．０％の減益、経常利益は、
１，５９８百万円と前年同期比３５．２％の減益、四半期純利益は、１，０１１百
万円と前年同期比３８．３％の減益となりました。

２．セグメント別

(1)製品事業部関連事業

当社主力製品である建設関連製品の販売量は、主として人手不足による建
設工事の着工遅れの影響などにより、前年同期と比較し減少いたしました。
一方、高強度ばね鋼線（ＩＴＷ）の販売量は、顧客からの受注が比較的堅調
に推移しており、前年同期と比較し増加いたしました。
この結果、売上高は、１１，２７７百万円と前年同期比３．８％の減収、営業
利益は、７６８百万円と前年同期比２９．０％の減益となりました。

１．全般

主として建設業界および建設機械業界からの受注が本格的な回復に至ってい
ないことが、当社グループの業績に影響を与え、売上高は、２２，５３０百万円と
前年同期比４．４％減収となりました。
営業利益は、１，５０７百万円と前年同期比２９．０％の減益、経常利益は、
１，５９８百万円と前年同期比３５．２％の減益、四半期純利益は、１，０１１百
万円と前年同期比３８．３％の減益となりました。

２．セグメント別

(1)製品事業部関連事業

当社主力製品である建設関連製品の販売量は、主として人手不足による建
設工事の着工遅れの影響などにより、前年同期と比較し減少いたしました。
一方、高強度ばね鋼線（ＩＴＷ）の販売量は、顧客からの受注が比較的堅調
に推移しており、前年同期と比較し増加いたしました。
この結果、売上高は、１１，２７７百万円と前年同期比３．８％の減収、営業
利益は、７６８百万円と前年同期比２９．０％の減益となりました。

2015年3月期第２四半期 連結決算の要点 (1)19
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(2)ＩＨ事業部関連事業

熱処理受託加工関連および自動車部品関連の売上高は、前年同期と比較
し増加いたしました。
建設機械部品関連および誘導加熱装置関連の売上高は、建設機械業界か
らの受注の回復が遅れていること、中国での受注が低迷したことにより、減
少いたしました。
この結果、売上高は、１１，１８８百万円と前年同期比５．０％の減収、営業
利益は、７１０百万円と前年同期比３０．１％の減益となりました。

(3)その他

当社保有の賃貸物件については、小規模ではありますが、安定的に業績に
寄与しております。
売上高は、６４百万円と前年同期比３．７％の減収、営業利益は、２８百万
円と前年同期比８．５％の増益となりました。

３．先行き不透明感が強い中、フリーキャッシュ・フローの黒字、実質的な無借金経
営、高い自己資本比率など、健全かつ強固な財務体質を維持しています。

(2)ＩＨ事業部関連事業

熱処理受託加工関連および自動車部品関連の売上高は、前年同期と比較
し増加いたしました。
建設機械部品関連および誘導加熱装置関連の売上高は、建設機械業界か
らの受注の回復が遅れていること、中国での受注が低迷したことにより、減
少いたしました。
この結果、売上高は、１１，１８８百万円と前年同期比５．０％の減収、営業
利益は、７１０百万円と前年同期比３０．１％の減益となりました。

(3)その他

当社保有の賃貸物件については、小規模ではありますが、安定的に業績に
寄与しております。
売上高は、６４百万円と前年同期比３．７％の減収、営業利益は、２８百万
円と前年同期比８．５％の増益となりました。

３．先行き不透明感が強い中、フリーキャッシュ・フローの黒字、実質的な無借金経
営、高い自己資本比率など、健全かつ強固な財務体質を維持しています。

2015年3月期第２四半期 連結決算の要点 (2)20
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（単位：百万円）

２０１３年
９月期

２０１４年
９月期

増 減 増減率(％)
２０１４年
３月期

売 上 高 23,570 22,530 △ 1,039 △ 4.4 46,997

営 業 利 益 2,124 1,507 △ 617 △ 29.0 3,686

経 常 利 益 2,468 1,598 △ 869 △ 35.2 4,449

四半期(当期)純利益 1,638 1,011 △ 627 △ 38.3 2,939

2015年3月期第２四半期 連結決算の要点 (3)21

Copyright Ⓒ NETUREN Co., Ltd. All Right Reserved



2015年3月期第２四半期 連結決算（単独期間）の要点 (4)

２０１４年
３月期

２０１５年
３月期

前年同期比 直前四半期比

第２四半期 第１四半期 第２四半期 増 減 額 増減率(％) 増 減 額 増減率(％)

製品事業部関連事業 5,923 5,658 5,618 △ 304 △ 5.1 △ 39 △ 0.7
Ｉ Ｈ 事 業 部 関 連 事 業 6,038 5,177 6,010 △ 27 △ 0.5 833 16.1
その他 33 31 33 △ 0 △ 1.6 2 6.5

売上高 11,996 10,867 11,662 △ 333 △ 2.8 795 7.3
製品事業部関連事業 509 388 380 △ 129 △ 25.4 △ 8 △ 2.1
Ｉ Ｈ 事 業 部 関 連 事 業 489 295 414 △ 74 △ 15.2 119 40.3
その他 16 14 14 △ 2 △ 13.7 0 1.0

営業利益 1,015 698 809 △ 205 △ 20.3 111 15.9
経常利益 1,190 782 816 △ 374 △ 31.4 34 4.4
四半期純利益 803 477 533 △ 269 △ 33.6 56 11.8

（単位：百万円）
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セグメント情報（連結売上高）

事業区分 主な製品
２０１３年
９月期

２０１４年
９月期

増 減 増減率(％)
２０１４年
３月期

製品事業部
関 連 事 業

ＰＣ鋼棒
異形ＰＣ鋼棒
高強度せん断補強筋
高強度ばね鋼線

11,724 11,277 △ 447 △ 3.8 23,530

ＩＨ事業部
関 連 事 業

熱処理受託加工
誘導加熱装置
自動車部品
建設機械部品

11,778 11,188 △ 590 △ 5.0 23,331

そ の 他
動産ならびに不動産に
係る賃貸事業および
上記以外の事業

67 64 △ 2 △ 3.7 135

合 計 23,570 22,530 △ 1,039 △ 4.4 46,997

（単位：百万円）
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セグメント情報（連結営業利益）

事業区分 主な製品
２０１３年
９月期

２０１４年
９月期

増 減 増減率(％)
２０１４年
３月期

製品事業部
関 連 事 業

ＰＣ鋼棒
異形ＰＣ鋼棒
高強度せん断補強筋
高強度ばね鋼線

1,081 768 △ 313 △ 29.0 1,957

ＩＨ事業部
関 連 事 業

熱処理受託加工
誘導加熱装置
自動車部品
建設機械部品

1,016 710 △ 305 △ 30.1 1,673

そ の 他
動産ならびに不動産に
係る賃貸事業および
上記以外の事業

26 28 2 8.5 55

合 計 2,124 1,507 △ 617 △ 29.0 3,686

（単位：百万円）

※（）は、セグメント間取引消去。
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連結営業利益増減内容

（単位：百万円）

2,124

1,507

390
74

300

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

１３年９月期 １４年９月期

△

△

売上高要因 固定費要因変動費要因
売上高要因 △ 390

変動費要因 74

固定費要因 △ 300

合 計 △ 616
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比較連結損益計算書

期 別
科 目

２０１３年
９月期

２０１４年
９月期

増 減
増減率
(％)

２０１４年
３月期

売上高 23,570 22,530 △ 1,039 △ 4.4 46,997
売上原価 18,114 17,825 △ 288 △ 1.6 36,814

売上総利益 5,456 4,704 △ 751 △ 13.8 10,183
販売費及び一般管理費 3,331 3,197 △ 134 △ 4.0 6,496

営業利益 2,124 1,507 △ 617 △ 29.0 3,686
営業外収益 395 288 △ 107 △ 27.1 862
営業外費用 51 197 145 280.7 99

経常利益 2,468 1,598 △ 869 △ 35.2 4,449
特別利益 109 24 △ 85 △ 78.0 190
特別損失 4 28 24 507.1 23

税金等調整前四半期（当期）純利益 2,573 1,593 △ 979 △ 38.1 4,615
法人税、住民税及び事業税 681 463 △ 218 △ 32.0 1,206
法人税等調整額 - - - - 18
少数株主損益 252 119 △ 133 △ 52.8 450

四半期（当期）純利益 1,638 1,011 △ 627 △ 38.3 2,939

（単位：百万円）
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2014年9月期 資産残高の推移（連結）

（単位：億円）
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2014年9月期 負債・純資産残高の推移（連結）

（単位：億円）
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2015年3月期第２四半期 キャッシュ・フロー（連結）

科 目
２０１３年
９月期

２０１４年
９月期

対前年同期比
増 減

２０１４年
３月期

税金等調整前四半期（当期）純利益 2,573 1,593 △ 979 4,615
減価償却費 1,250 1,325 75 2,651
売上債権の増減 694 △ 455 △ 1,150 1,151
仕入債務の増減 243 312 68 △ 198
その他 △ 1,696 △ 351 1,344 △ 2,422

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,066 2,425 △ 640 5,797
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,878 △ 1,851 27 △ 5,516
フリーキャッシュ・フロー 1,187 573 △ 613 281

借入金 1,661 △ 180 △ 1,841 1,311
自己株式の取得 △ 0 △ 0 △ 0 △ 0
配当金の支払額 △ 426 △ 426 0 △ 767
その他 73 △ 42 115 37

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,307 △ 649 △ 1,956 581
キャッシュ・フロー四半期（期末）残高 14,036 12,612 △ 1,424 12,684

（単位：百万円）
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１．全 般

売上高は、４９，０００百万円と前年同期比４．３％の増収、営業利益は、
３，６００百万円と前年同期比２．３％の減益、経常利益は、４，０００百万円
と前年同期比１０．１％の減益、当期純利益は、２，３００百万円と前年同期
比２１．８％の減益を見込んでおります。

２．セグメント別

(1)製品事業部関連事業

国内における高強度せん断補強筋の価格・シェア競争が、引き続き、激化
すると見込まれますが、高強度ばね鋼線（ＩＴＷ）の受注量が堅調に推移す
ると予想され、売上高は、２３，７００百万円と前年同期比０．７％の増収、
営業利益は、ネツレン・チェコの減価償却費の増加などにより、１，７００百
万円と前年同期比１３．１％の減益を見込んでおります。

１．全 般

売上高は、４９，０００百万円と前年同期比４．３％の増収、営業利益は、
３，６００百万円と前年同期比２．３％の減益、経常利益は、４，０００百万円
と前年同期比１０．１％の減益、当期純利益は、２，３００百万円と前年同期
比２１．８％の減益を見込んでおります。

２．セグメント別

(1)製品事業部関連事業

国内における高強度せん断補強筋の価格・シェア競争が、引き続き、激化
すると見込まれますが、高強度ばね鋼線（ＩＴＷ）の受注量が堅調に推移す
ると予想され、売上高は、２３，７００百万円と前年同期比０．７％の増収、
営業利益は、ネツレン・チェコの減価償却費の増加などにより、１，７００百
万円と前年同期比１３．１％の減益を見込んでおります。

2015年3月期 連結決算予想の要点 (1)30
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(2)ＩＨ事業部関連事業

建設機械業界からの受注の回復が遅れておりますが、自動車業界からの
受注量が堅調に推移すると予想され、売上高は、２５，１７０百万円と前年
同期比７．９％の増収、営業利益は、１，８４０百万円と前年同期比１０．
０％の増益を見込んでおります。

(3)その他

売上高は、１３０百万円と前年同期比３．７％の減収、営業利益は、６０百
万円と前年同期比９．１％の増益を見込んでおります。

(2)ＩＨ事業部関連事業

建設機械業界からの受注の回復が遅れておりますが、自動車業界からの
受注量が堅調に推移すると予想され、売上高は、２５，１７０百万円と前年
同期比７．９％の増収、営業利益は、１，８４０百万円と前年同期比１０．
０％の増益を見込んでおります。

(3)その他

売上高は、１３０百万円と前年同期比３．７％の減収、営業利益は、６０百
万円と前年同期比９．１％の増益を見込んでおります。

2015年3月期 連結決算予想の要点 (2)31
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32 目標達成に向けた取り組み

１．大型プロジェクト〔復興需要・東京オリンピック・リニア新幹線・品川

－田町間の新駅建設等〕の情報収集および工法開発を含む
需要開拓の推進

２．海外新規事業〔チェコ・インドネシア・中国（天津）・メキシコ〕の確
実な推進・立ち上げおよび中国子会社〔塩城・軸承〕の積極
的な収益力向上

３．茨城工場における収益貢献体制の早期構築

４．全体的なコストダウン（特に電力原単位を重視）の徹底

５．全部門の協働による開発案件の迅速な実用化
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事業区分
２０１４年
３月期

２０１５年
３月期

(予 想)
増 減

増減率
(％)

２０１４年
９月期

製 品 事 業 部
関 連 事 業

23,530 23,700 170 0.7 11,277

Ｉ Ｈ 事 業 部
関 連 事 業

23,331 25,170 1,839 7.9 11,188

そ の 他 135 130 △ 5 △ 3.7 64

合 計 46,997 49,000 2,003 4.3 22,530

セグメント情報（連結売上高予想）

（単位：百万円）
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事業区分
２０１４年
３月期

２０１５年
３月期

(予 想)
増 減

増減率
(％)

２０１４年
９月期

製 品 事 業 部
関 連 事 業

1,957 1,700 △ 257 △ 13.1 768

Ｉ Ｈ 事 業 部
関 連 事 業

1,673 1,840 167 10.0 710

そ の 他 55 60 5 9.1 28

合 計 3,686 3,600 △ 86 △ 2.3 1,507

セグメント情報（連結営業利益予想）

（単位：百万円）
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２０１３年
３月期

２０１３年
９月期

２０１４年
３月期

２０１４年
９月期

２０１５年
３月期

（予 想）

設 備 投 資 額 4,627 1,532 4,091 2,143 3,300

減 価 償 却 費 2,669 1,250 2,651 1,325 2,800

連結設備投資額

（単位：百万円）

35

Copyright Ⓒ NETUREN Co., Ltd. All Right Reserved



対処すべき経営課題

１．企業価値の向上
(１) 第１２次中期経営計画 「Global Challenge 30」 の完遂

(２) 第１３次中期経営計画の策定

２．収益性を伴う成長戦略の遂行
(１) 受注・シェアの確保とグローバル戦略の推進

(２) 聖域なき収益力向上策（品質・コスト・生産性）の実施

３．新商品開発・新規事業化の促進
(１) 技術開発力のさらなる強化

(２) 市場投入までのスピードアップ

４．資産・資本効率の向上（ＲＯＡ・ＲＯＥの改善）
(１) 資産圧縮策の実行

(２) 適切な資本政策の遂行

36



（注）当資料に記載の将来に関する予想数値は、公表時点において入手可能な情報に基づき判断し
た見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により
開示した予想数値と異なる場合があります。
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